
12

広報あぐい　２００８年１月１５日号

�
　

町
立
図
書
館
で
は
、
親
子
講
座
「
創
作

童
話
を
聞
こ
う
」
を
開
講
し
ま
す
。
親
子

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
内　

容　

　

創
作
童
話
の
会
「
し
ろ
や
ま
」
の
会
員

が
作
っ
た
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
作
品

を
会
員
が
自
ら
紹
介
し
ま
す
。

□
日　

時　

　

二
月
十
六
日（
土
）

　

午
前
十
時
半
〜
午
前
十
一
時
半

□
場　

所　

　

町
立
図
書
館
（
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
）

□
対　

象

　

親
子

□
定　

員　

　

三
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　
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�□
募
集
人
員

　

普
通
科
四
十
人

□
入
学
資
格

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
今
春
中
学
校

を
卒
業
見
込
み
の
方
ま
た
は
中
学
校
卒

業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
方
。

①
前
期
選
抜
日
程

□
願
書
受
け
付
け

　

三
月
三
日（
月
）午
前
九
時
〜
午
後
四
時
、

三
月
四
日（
火
）午
前
九
時
〜
午
後
三
時
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□
試
験
日　

三
月
七
日
（
金
）

□
合
格
発
表　

三
月
十
二
日（
水
）

②
後
期
選
抜
日
程

□
願
書
受
け
付
け

　

三
月
二
十
四
日（
月
）午
前
九
時
〜
午
後

四
時
、
三
月
二
十
五
日（
火
）午
前
九
時

〜
午
後
三
時

□
試
験
日　

三
月
二
十
七
日（
木
）

□
合
格
発
表　

三
月
二
十
八
日（
金
）

□
検
定
料

　

願
書
に
九
百
五
十
円
の
愛
知
県
収
入
証

紙
を
添
付

□
試
験
内
容

　

作
文
、
基
礎
学
力
検
査
（
国
語
、
数
学
、

英
語
の
基
礎
的
な
学
力
検
査
）
お
よ
び

面
接

□
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
横
須
賀
高
等
学
校
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新
入
学
、
転
編
入
学
、
特
科
（
聴
講

生
）
の
募
集
を
し
ま
す
。

□
募
集
人
員　

　

普
通
科 
約
二
百
八
十
人

□
応
募
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
今
春
中
学
校

を
卒
業
見
込
み
の
方
、
中
学
校
卒
業
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

な
ど
。

・
転
編
入
学
は
、
高
等
学
校
で
一
部
単
位

を
修
得
し
た
人
。

□
出
願
期
間

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
三
月
一
日
か
ら
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三
月
四
日
ま
で
、
後
期
選
抜
は
三
月
二
十

四
日
か
ら
三
月
二
十
八
日
ま
で
（
前
期
は

土
曜
・
日
曜
日
含
む
）

・
転
編
入
学
、
特
科
は
三
月
十
一
日
か
ら

三
月
十
四
日
ま
で
（
特
科
は
三
月
十
六
日

も
可
）

□
試
験
日

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
三
月
九
日
、
後

期
選
抜
は
三
月
二
十
日

・
転
編
入
学
は
三
月
二
十
日

□
試
験
方
法

・
新
入
学
は
書
類
審
査
、
作
文
、
面
接

・
転
編
入
学
は
書
類
審
査
、
学
力
検
査

（
国
・
数
・
英
）
面
接

・
特
科
は
書
類
審
査

□
願
書
交
付

　

新
入
学
は
二
月
一
日
か
ら
、
転
編
入
学

と
特
科
は
二
月
二
十
一
日
か
ら

□
問
い
合
わ
せ
先

　

刈
谷
東
高
校　
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半
城
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町
三
ツ
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（
閲
覧
の
み
）
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平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
法
（
短
時
間
労
働
者
の
雇
用

管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
）
が
改
正

施
行
さ
れ
ま
す
。

□
主
な
改
正
点

労
働
条
件
の
文
書
交
付　

　

事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
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雇
い
入
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
「
昇
給

の
有
無
」
、「
退
職
手
当
の
有
無
」
、

「
賞
与
の
有
無
」
を
文
書
の
交
付
な
ど
で

明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

待
遇
の
決
定
に
つ
い
て
の
説
明
義
務　

　

事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か

ら
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
待
遇
を
決
定

す
る
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た
事
項
を
説
明

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

賃
金
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
の

場
合
、「
通
常
の
労
働
者
の
仕
事
内
容
に

比
べ
て
軽
易
で
あ
り
責
任
の
程
度
も
軽
い

も
の
で
あ
る
か
ら
差
を
設
け
た
」
な
ど
、

中
身
の
あ
る
説
明
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
納
得
す
る
ま
で

説
明
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
の
推
進　

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か
ら
通
常
の
労

働
者
へ
転
換
す
る
機
会
を
整
え
る
こ
と
が

事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
①
通
常
の
労
働
者
を
募
集
す

る
と
き
は
、
募
集
内
容
を
す
で
に
雇
っ
て

い
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
も
周
知
す

る
②
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
通
常
の
労

働
者
へ
転
換
す
る
た
め
の
試
験
制
度
を
設

け
る
こ
と
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.

m
hlw

.go.jp

　

愛
知
労
働
局
雇
用
均
等
室　
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半
田
労
働
基
準
監
督
署　
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